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環境事業の効果を計測する手法

出典：河川に係る環境整備の経済評価の手引き【本編】、H31.3、p.16 に加筆

手法は主にＣＶＭ、ＴＣＭ，代替法の3種類ある
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自然再生事業は、『 利用価値』と『非利用価値』が混在するためＣＶＭ（仮想的市場
評価法）を選定

出典：
河川に係る環境整備
の経済評価の手引き
【本編】、H31.3、
p.17

環境事業の効果を計測する手法
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総合水系環境整備事業の費用対効果分析方法

ＣVMとは
仮想的市場評価法（CVM：Contingent Valuation Method）
アンケート調査を用いて人々に支払意思額（WTP）を尋ねることで、市場で取り引きさ
れていない財（＝環境）の価値（＝事業効果）を計測する手法。

【CVMを用いた便益の計測、及び、費用対効果分析の流れ】

便 益 費 用

①住民アンケートによる支払意思額の調査

総事業費

⑤総便益【Ｂ】

維持管理費

総費用【Ｃ】

費用対効果【Ｂ／Ｃ】の算定

・『あなたの世帯が毎月○○円を負担するとした場合、この事業の実施に
賛成ですか？』という内容を、提示額を段階的に引き上げて質問。

・②の世帯数に③のＷＴＰ平均値を乗じて、１年あたりの年便益を算出。

ＣＶＭ

②受益範囲の設定

・ｱﾝｹｰﾄ結果を距離別に集計し、来訪頻度の変化点内を受益範囲に設定。

③支払意思額（ＷＴＰ）の算出

・受益範囲内の有効回答票だけを用いて、ＷＴＰ平均値を算出。

④年便益の算出

・残存価値も追加、現在価値化を行い、Ｂを算出。

・ﾃﾞﾌﾚｰﾀ処理、現在価値
化を行い、Ｃを算出。
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①住民アンケートによる支払意思額の調査
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・『取り組みに対して、毎月●●円の負担が必要となる場合、この取り組みの実施に
賛成ですか?』という内容を、負担金を段階的に引き上げて質問する。

・アンケート調査範囲は、既往調査事例をもとに設定した。

・・

提示額 ５０円

１００円

２００円

最大３，０００円

３００円
５００円

１，０００円
２，０００円

Ｎｏ ＹｅｓYesの
場合、
徐々に
引き上
げてい
く

Ｎｏ Ｙｅｓ

Ｎｏ Ｙｅｓ

Ｎｏ Ｙｅｓ



（参考）アンケート調査時の事業説明資料
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（参考）アンケート調査時の事業説明資料
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事業箇所から7km圏内にアンケートを配布し来
訪頻度を確認

当該地区への来訪頻度の変化点は6ｋｍ付近に見
られる

前回評価から1km拡大した6ｋｍを集計範囲に設定

②受益範囲の設定
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ＣＶＭアンケートの対象区域

『地域の住民』の便益集計世帯は183,233世帯

来訪頻度の距離別構成
 

受益範囲：6k 
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③支払意思額（WTP）の算出

支払意思額：ＷＴＰ

『地域の住民』のＷＴＰ

263／月／ 世帯

『地域の住民』の年便益

年便益＝263円×12ヶ月×183,233世帯
＝5.783億円／年

WTP算定結果 世帯数の集計範囲

市町村名 世帯数

豊橋市

豊川市
183,233世帯
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0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

賛成率

WTP(円/月/世帯)

実数

推定関数

WTP平均値
263円/月/世帯数

8



9

以上の年便益を、便益計算に用い、最終的に費用対効果（B/C）を算出する。

デフレータ

現在価値化指数

年便益
5.783億円/年

総便益Ｂ 総費用Ｃ

費用便益比Ｂ／Ｃ

④年便益の算出、⑤総便益

事業費

維持管理費
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